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１．案件概要
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１－１．社会的意義
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2021年度 2022年度 2023年度 2024年度202０年度

先行行

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q３Q ４Q

更改対応

先行行の取組み、ノウハウの活用
～コンサル店舗への営業店改革～

先行行の先進的な取り組みを参考に西
京銀行独自のカウンターレス（事務レス
・伝票レス）のコンサル店舗へと改革。

共同利用型から開発自営型への移行
～システムの機動性と独自性の向上～

銀行独自のリソースで開発を行うことによ
り、ベンダーに依存することなく、利用者
のニーズに基づいた迅速なサービス・価値
提供を可能に。

IT駆動型ビジネスモデルへの転換

開発自営型に移行することで、ITに関
するノウハウを銀行へ蓄積。それらを活
かし地域事業者に対するITコンサル等
の価値を提供。

＜基幹系システム刷新プロジェクトスケジュール＞

＜基幹系システム刷新プロジェクトの効果・意義＞

更改対応

開発自営

勘定系

営業店

BankVision事前研修 プロジェクト中でのスキル習得

更改対応

店舗・事務
改革

事務見直し/研修/店舗改装

クラウド上
で稼働

クラウド上で
2024年5月
本番稼働

コンサル特化
型店舗へ

開発自営へ

基幹系システムを”共同利用型メインフレームシステム”から、”開発自営型クラウドシステム“へと
移行することで①営業店改革②システムの機動性と独自性の向上③IT駆動型ビジネスモデル
への転換を行い、行内の生産性向上だけでなく、地域のお客様への更なる価値提供を実現。



１－２．先進性
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ベンダーのメインフレーム上で稼働する共同利用型基幹系システムから、オンプレミスのオープ
ン系システムを経由せず、クラウド上で稼働する開発自営型基幹系システムに直接移行する
新たな取り組み。

サーバ仮想技術による
スリム化BankVision

オープン化

時間軸

進
化
・
成
長
軸

BankVision on Azure

データ活用
プラットフォーム

×
デジタル
サービス
機能

BankVision
on Azure

BankVision on Azure
～付加価値型バンキングサービス基盤～

2021.5.先行行で稼働

IaaS

PaaS

オンプレミス

✓ スケーラビリティの確保

（俊敏性・柔軟性の向上）

✓ サービス利用型の追求

（従量・変動型コスト体系の実現）

✓ 将来的に基盤更改（ハードウェアや

ソフトウェア等の入替）を無くすことで

新領域への投資余力を確保

メインフレーム

✓ 既に稼働している基幹系システムを、ノンカスタマイズ適用することによ

り、基幹系システムの早期稼働を実現

✓ 先進的な金融機関を、リファレンス行とすることにより、そのノウハウ・機

能サービスを早期に実現

迅速かつ飛躍的な
システム改革



１－２．先進性
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レプリカDB
-データ連携・蓄積・還元

基盤ソフト Windows® / SQL Server®

オープンミドルウェア MIDMOST

BankVision
-営業店I/F

ETAIGAI
✦全銀
✦統合ATM
✦CAFIS
✦コンビニATM
✦ANSER/FB

対外センター

BankVision
-国内勘定系

✦顧客管理
✦預金
✦融資
✦為替
✦口座振替
✦業務共通
✦名寄せ管理

各システムとの連携

各種帳票

顧客情報

ANd9GcSONmXzpWqEkZoxNi_H1RjdEKnBJGrKlKdid5cO47iHwB4MKZGpR0x_EA

ANd9GcQfIIeiWpKPH-CeQzXKm_rDXvJ4ciWZA0mic6Y8Rf9H8h_FBr2nZiPcxNAhex, text icon

txt icon

iDatabase

BIツール

営業店

インターネット

モバイルサービス

Resonatex
-オープンAPI

  公開基盤

BankVision
-基幹系DWH

DWH
✦還元帳票

 ✦DB蓄積バッチ

次世代営業店
システム

営業店
タブレット

勘定系システム

クラウドサービス（Microsoft Azure）

フロントシステム 行内システム

地

域

の

お

客

様

＜システム全体図＞

サービスGW
-チャネル＆
周辺システム

  インターフェース

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.greenbiz.com/sites/default/files/imagecache/wide_large/120130-bigdata-w.jpg&imgrefurl=http://www.greenbiz.com/blog/2012/01/30/big-data-creates-big-opportunities&usg=__swQnB5t0jj6W7reH4fdIXDSBYQw=&h=225&w=300&sz=98&hl=ja&start=167&zoom=1&tbnid=Z90pn-DuMrqdFM:&tbnh=87&tbnw=116&ei=fwG2T6zROe7SmAXE_szLCQ&prev=/search?q=bigdata&start=160&hl=ja&inlang=ja&sa=N&gbv=2&oe=Shift_JIS&tbm=isch&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://cloudtimes.org/wp-content/uploads/2012/05/big-data.jpg&imgrefurl=http://cloudtimes.org/2012/05/07/latest-trends-in-big-data-buzz/&usg=__SsTogYc0_JiMvY7YPqifAQB263s=&h=768&w=1024&sz=307&hl=ja&start=8&zoom=1&tbnid=T03ZhyU6zBZ-5M:&tbnh=113&tbnw=150&ei=_vu1T-ibMMmcmQXUyPHPCQ&prev=/search?q=bigdata&hl=ja&inlang=ja&sa=N&gbv=2&oe=Shift_JIS&tbm=isch&itbs=1
http://www.iconfinder.com/icondetails/9105/128/hex_text_icon
http://www.iconfinder.com/icondetails/63232/124/txt_icon
http://www.iconfinder.com/icondetails/48976/256/


２．結果概要
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２－１．営業店改革
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✻ 「地域に開かれた、オープンで居心地の良い店舗」をコンセプトに、山口県内店舗をカウンターレ
ス（事務レス・伝票レス）店舗にリニューアル。2024年4月、全29店舗のリニューアル完了。

✻ 店舗内はカフェ風のインテリアを採用。ゆったりと、リラックスしてご利用・ご相談いただける空間に。

カフェ風インテリアのコンサル店舗

従来の銀行店舗

✻ 窓口カウンターで隔てられた、
お客さまスペースと行員スペース
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✻ 2024年5月、勘定系システムをBankVisonへ移行。後方事務や役席承認事務のセンター
集中機能により、営業店の「事務レス」を実現。

✻ さらに、お客さまには伝票をご記入いただくことなく、行員のタブレット操作で完結する「伝票レ
ス」取引に刷新。営業店は「完全コンサル現場」に！

新システム・新店舗の機能

伝票レスのタブレット取引

お客さま
スペース拡張

２－１．営業店改革
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ハイブリッド型スキーム共同化スキーム

運用 運用管理 ハードウェア
データ
センター

開発

ソフトウェア基盤
（OS･DB･ミドルウェア 等）

商品 サービス 事務機能

企画 システム化の企画 ～ 案件決定

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

参
加
行
は
企
画
か
ら
運
用
ま
で
フ
ル
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
。
母
体
行
の
仕
様
へ
寄
せ
る
こ

と
で
コ
ス
ト
低
減
を
推
進

各
行
自
営

共通的な開発案件（制度対応 等）

戦略的領域

2－２．共同利用型から開発自営型への移行

✻ 非戦略領域（ファシリティ、ハードウェア、ソフトウェア、制度対応開発、システム運用等）は
ベンダーにアウトソーシングすることで、銀行内のシステム要員は戦略的領域に集中。

✻ 戦略的領域を自営、アプリケーションの資産を銀行が保有することで、企画・開発のスピードと
自由度を向上させ、ITのノウハウを銀行に蓄積していく。

BankVisionの
利用スキーム

非戦略領域



２－２．共同利用型から開発自営型への移行
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AP開発

BankVisionシステムでのリアル・バッチプログラム開発を行うためのAP構造の理解
ネーミング規約、プログラム規約などの規約、各種ガイドの理解
開発ツール（MIDMOST/DE）の習得
プログラムの新規製造、修正が可能となるスキルの習得
障害対応の習得

運用

営業店IF/対外系

開発環境維持・管理

ライブラリ管理

日次・月次・期次・年次・随時バッチの処理の流れ、処理概要の理解
ジョブネットの生成、管理についての手順の理解

開発機の各種運用コマンド操作の習得
障害発生時の一次対応（メッセージ・ログの確認方法等）の習得

開発機の定例作業（各サブシステムの起動手順、環境変更手順等）の習得

プロジェクトマネージャーチェックアウト/チェックイン方法、各種資材の管理手順の習得
リポジトリ環境の変更手順、運用の流れの理解

✻ 開発自営の実現に向け、移行プロジェクト開始前にプロジェクト参画メンバーに対して開発自
営に向けた研修を9か月にわたり実施。移行プロジェクト期間中にプログラム開発、障害対応
を実践することで開発自営可能なレベルへの引き上げを実現。

研修項目 研修内容



２－２．共同利用型から開発自営型への移行
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✻ 既にリファレンス行で稼働している基幹系システムを、ノンカスタマイズで適用することを経営方
針として掲げ、現場レベルで要件変更によるカスタマイズが発生しないよう徹底。

✻ ノンカスタマイズの例外を、お客さまに既に提供している商品・サービスを維持するために必要
な範囲に限定し、行内事務は現行踏襲せず新システムに合わせることで開発工数を最小限
度に抑制。

✻ メインフレームからクラウド上への移行については、2021年5月の先行行での稼働以降、定
常的に機能改善が実施されており、今回の稼働においてクラウド起因による障害は発生して
いない。

移行プロジェクトの主な成功要因

✻ 開発自営に向けたスキル習得のため、移行期間中のバッチ開発を内製で実施。

✻ 計画したスケジュール期間での確実な移行を実現するため、オンライン開発については移行期
間中はベンダーに開発を委託。

✻ システム移行後は、オンライン開発、バッチ開発とも内製化で実施している。

開発内製化の主な成功要因



３．今後の取組み
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システム移行前

営業店
（事務）

システム部門

コンサルティング部門

システム移行後

本部スタッフ部門

営業店
（コンサル）

システム部門

コンサルティング部門

（地域経済・産業の発展を
目指すためのリソース）

本部スタッフ部門

内製化による
企画開発力の獲得

地域経済発展
に対する事業へ
リソース提供

「事務レス」「伝票
レス」により「完全
コンサル現場」に

リソース提供

３－１．IT駆動型ビジネスモデルへの転換

✻ 基幹系システム移行による開発自営ノウハウを活用し、スマホバンキングの全面刷新に着手。
スマホバンキングアプリも開発自営型で構築することで、迅速なサービス・価値提供を行う。

✻ 開発自営型に移行することで蓄積するITに関するノウハウについて、ITコンサルを通じて地域
の皆さまの発展につながる価値を提供していくため、システム部門からコンサル部門へのリソー
ス提供も実施していく。
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